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Ⅰ はじめに

平成 17 年度教材開発プロジェクト高等学校英語では, 英語音声に重点を置き, 「音の

出る教材」を中心に考え, 作成に取り組んだ。

具体的に言えば, 開発した教材を次の５つに分類した。

１ 発音教材「英語の発音/r/と/l/」（オーラルコミュニケーションⅠ）

２ リーディング教材「キング牧師の“I Have a Dream”」（リーディング）

３ フォニックス教材「フォニックス TV 」（オーラルコミュニケーションⅠ）

４ 道案内教材「道案内表現・建物英単語」（オーラルコミュニケーションⅠ）

５ 発音素材集「英語発音素材集（音声・動画ファイル）」

４
高等学校

英 語

沖縄県立前原高等学校

教諭 西平 守敏
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Ⅱ 教材の開発

□ 教材開発の基本方針 □

高等学校英語の学習指導要領やその解説, 教科書の分析などを行った結果, 学習内容

を生徒の実態や習熟の程度に対応させるため, 学校や教師の裁量に任されている部分が

かなりあるということがわかった。学習内容の自由度が高いため, 学年ごとの必須事項

が中学校学習指導要領ほど明確に記述されていない。

そこで「英語学習者にとって共通する学習内容とは何か」ということである。英語を

学習する上で, 誰もが避けて通れない基礎的・基本的学習事項に注目して教材化を行え

ば, 生徒にとって役立つのではないか, 多くの人に使ってもらえるのではないか, と推

論した。

一つのアイデアとして, 英語の音声に関する素材(動画・音声)を作成し, それらを教

材化することに決めた。英語音声の素材があれば, 学年を問わず, 幅広く使うことがで

き, 再利用・二次加工もしやすい。また, それらの素材を利用して, こういうことがで

きますよ, と教材を提示できれば, 他の教師にも良い刺激になるのではないかと考えた

のである。

教材開発の基本方針

１ 中学校における基礎的・基本的な学習事項を整理し, 継続的に基礎・基本事項の定着

を図ること。

２ 生徒が放課後の空いた時間や家庭でも利用できる Web 教材であること。

３ 音声と映像を確認しながら進める教材であること。

４ 直感的に操作できるようにボタンや KR に気をつけること。

５ 自作の英語音声・動画ファイルを作成し, 学習者・授業者による二次加工・活用が自

由にできること。

表 4-1 開発教材一覧表

データの種類教材

番号
教材名 作成ソフト

音声 動画 ｲﾗｽﾄ

No.１ 英語の発音/r/と/l/ 教材作成支援ソフト ○ ○ －

No.２
キング牧師の

“I Have a Dream”
フラッシュ ○ － －

No.３ フォニックス TV フラッシュ ○ － ○

No.４ 道案内表現・建物英単語
パワーポイント

フラッシュ
○ － ○

No.５ 英語発音素材集
MPEG Editor 2.0
SoundEngine Free ○ ○ －

データのファイル形式：音声（WAVE），動画（MPEG1），ｲﾗｽﾄ（FLA，SWF）
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■ 英語の発音 /r/と/l/ ■

１ 教材の特徴

教材作成支援ソフトを使用し, 英語の発音聞き取りテストをディジタル化したもので，

以下のような特徴がある。

(1) 日本人がよく間違えてしまう/r/と/l/の聞き取り問題を４択ドリル形式で解く。

(2) オリジナルの映像や音声を用い, ネイティブスピーカーが発音する時の口の動きを確

認できる。

(3) 似たような単音や単語を何度も繰り返し聞くことができる 。

(4) 評価支援ソフトを使うことによって, 学習者一人ひとりの学習状況, クラス全体の学

習目標到達度, Pre-Test や Post-Test の得点等がインターネットを使ってリアルタイム

でチェックすることができる。

(5) 応答カテゴリーにより分岐し, /r/を/l/と答えた生徒, /r/を/w/と答えた生徒, /r/を/d/
と答えた生徒は, それぞれ間違えたパターンへの補充コースへと進み, ピンポイントで

治療することができる。

２ 期待できる学習の成果

/r/と/l/の発音方法の違いが理解でき, /r/と/l/の音声の区別ができる。

３ 前提条件（レディネス）

(1) アルファベット文字 A から Z を読むことができ, その違いがわかること。

(2) 中学校で学習した基礎的な英単語を発音できること。

(3) 発音記号の役割を学習していること。

４ 教育の目標

(1) /r/と/l/を発音する時の口・舌の動き方を答えることができる。

(2) /r/と/l/がどのような音かを答えることができる。

(3) 英単語の発音を聞き, /r/と/l/で始まる単語を答えることができる。

(4) /r/と/l/が, どのような綴りをするか答えることができる。

(5) /r/と/l/の音を聞き分け, 英単語の綴りを答えることができる。

５ 応答カテゴリー（予想される誤答パターン）

(1) /r/の音を/l/の音と間違えてしまう。

(2) /r/の音を/d/の音と間違えてしまう。

(3) /r/の音を/w/の音と間違えてしまう。

(4) /r/の音を/l//d//w/以外の音と間違えてしまう。

(5) /l/の音を/r/の音と間違えてしまう。

(6) /l/の音を/d/の音と間違えてしまう。

(7) /l/の音を/w/の音と間違えてしまう。

(8) /l/の音を/r//d//w/以外の音と間違えてしまう。

開発教材

 No.１
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６ 教材の内容

(1) 教材の構成

教材は, 学習目標・プレテスト・レベル１・レベル２・レベル３・ポストテスト・成

績結果画面で構成されている。

図 4-1 教材のフローチャート

特徴としては, 最終の成績

結果画面でプレテストとポス

トテストの得点の比較をする

ことができる点である。

学習者は最初のテストで今

の実力を測り, レベル１か

ら３へと進みながら, 補充

コースを通るなどして力を

つけていく。最後に再度テス

トを行い, 授業内で目標と

する学習内容をいかに理解

し, 伸長したのか把握する

ことができる。

図 4-2 成績結果画面
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(2) 教材画面と操作

学習者がどこのレベルにいるのか, 授業者が瞬時に判断できるように帯の色を工夫し

た。テスト部分は青色, レベル１から３はオレンジ色, 補充コースはピンク色とした。

帯の色を変えることによって, つまずいている生徒, 声をかけるべき生徒を授業者の基

準によって判別できる。

プレテス

青色を使

も 1 回で

許されな

も少し落

答えられ

を選択し

肢の中か

あるその

答したこ

図 4-5 補充コース画面

図 4-3 テスト画面

図 4-4 レベル１画面
図 4-3 のテスト部分は

ト, ポストテストともに

用。テスト形式で試行回数

あるため, タイプミスも

い。そこで, 他の画面より

ち着いた色を使用した。

回答形式はテンポよく

るように,クリック回答

た。ＡからＤの４つの選択

ら１つを選び, 回答欄に

文字をクリックすると回

ととなる。
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レベル１から３は，オレンジ色を

使用。これまでのスタディ教材にあ

まりなかった色を使ったが, 生徒

からのアンケート結果（後述）では, 

94％以上の生徒が「とても見やすか

った」あるいは「見やすかった」と

回答している。

特に補充コースは英語の苦手な

生徒が学習する場合が多く, 他の

生徒と違うコースに進んでいると

不安になりがちである。あえて一番

明るめの色を選び, 気が落ち込ま

ないようにした。逆にその派手な色

を使うことによって, 遠い場所か

らでも教師の目が届き, 個別の指

導も行いやすくなっている。
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(3) 回答画面と選択肢

選択肢にも気を配り, 日本人がよく混同して間違える音を選んだ。レベル１と２では,  

/r/と同じ半母音である/w/, また/l/と同じように舌先と上の前歯の直後の歯茎で調音す

る歯茎音/d/を中心に出題している。レベル３では，音声及び綴りが似た単語（LATE, RATE, 

DATE, WAIT）を選び，錯乱肢として出題した。

ｄ

(4) KR 情報（コンピュータからの質問に応答した学習者へ提示されるメッセージ）

KR 情報には文字だけではなく, 手書きの○×印を作成した。英語教材であるので, 

Great, Fantastic 等の英語 KR 情報も複数用意した。

生徒が回答するた

びに正誤判定と英語

の文字が出てくる仕

組みである。それに

よって, 単なる文字

の KR 情報よりも, 

生徒の学習意欲がわ

き, 動機付けへとつ

ながっていくものと

補充コースの KR は，

した。不正解の場合，答

ているかを考えさせるよ

(5) パスワード画面

図 4-9 パス

（正解 KR）

（不正解 KR）

図 4-6 回答画面
図 4-7 KR 情報
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考えられる。

正解・不正解どちらの場合でも音声を区別するポイントを表示

えを教えるのではなく，ポイントのみを提示し，どこが間違っ

う工夫した。

教材作成ソフトで先生を呼

ぶための画面をプレテスト終

了・待機画面として使い, パス

ワードを入れるまで次の画面に

進めないように設定した。プレ

テストを豆テストとしてここで

終了してもよいし, 一旦コンピ

ータを見ることをやめるよう指

示して, 講義や解説を入れるこ

ともできる。

ワード入力画面

図 4-8 補充コースの KR 情報
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(6) 補充コースの流れ

応答カテゴリーに２回以上反応した生徒は，補充コースへ進み，間違えたパターンに

対応した問題を解く。補充コースは各コース４問（補充問題１，補充問題２，再挑戦，

類似問題）で構成される。

補充コースでは２回以上同じ間違いをした生徒が通るコースであるため, ４択にする

と再び間違える可能性がある。そのため, 補充コース４問中, 最初の２問は２択とし, 

答えやすいように作成した。また，補充問題１では，教師が授業で説明するときの言葉

を選び，選択肢として採用した。

れ 

補充問題１

補充問題２

再挑戦

類似問題

正しい発音映像を

提示し，その発音方

法を選ぶ問題。映像

とその説明を見な

がら，自分の間違い

に気づくように作

成した。

補充問題１で確認

した発音方法がど

のような音声か尋

ねる問題。

補充コースに入る

前に間違えた問題

に再び挑戦する。

生徒が間違えて回

答した音声を尋ね

る問題。再挑戦した

問題が正しく理解

されているか確認

する。
図 4-10 補充コースの流
- 75 -
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７ 携帯電話の動画を利用した家庭学習

携帯電話を利用して家庭学習ができないかと考え, 自作の英語発音動画を携帯電話で

視聴できるように作成した。生徒に 1 週間携帯動画を視聴させ，携帯電話で自作の英語

発音動画の動作確認のアンケートをとった。

(1) 携帯電話による学習の設定理由

最近の携帯電話(3G)は, 高速なデータ通信, マルチメディアを利用した様々なサービ

スが提供されている。メールはもちろんのこと, 音声を聞いたり，動画データを携帯電

話内部に転送したり，保存したりすることもできる。携帯電話で英語動画データを使い,

授業以外の休み時間, 昼食時間, 家庭学習等で利用できないか，と考えた。

(2) 家庭学習用データ作成

家庭学習用動画データは，自

作した素材集を携帯用動画形式

に変換した。

英語の発音映像に関して, 

教材作成支援ソフト上ではテス

ト的な側面もあり, 文字の記述

はなかったが, 家庭学習的な役

割のある携帯電話の動画では, 

何を発音しているかわからない

と学習者が混乱するため, /r/, 
/l/等の文字を挿入した。

(3) 動画データのダウンロード

携帯電話で再生できる動画

形式は「3gp」「3gp2」で標準化

が図られているが, 実際は同じ

データを再生しようとしても, 

うまく動作しない機種も多い。

そこで, 検証するため生徒の全

機種を調べ, 機種にあったデー

タ形式に変換する作業を行った。

次に，無料の携帯用掲示板を

利用して, 各生徒にそこからデ

ータをダウンロードしてもらう

方法をとった。さらに，ワーク

シートを作成し, 機種ごとに

QRコードとURLを用意し, 容易

に携帯動画ファイルのある場所

へアクセスできる工夫をした。

図 4-11 携帯電話動画/r/と/l/の画像

図 4-12 動画データダウンロード掲示板の QR コード



４ 高等学校 英語

- 77 -

８ 生徒の受け止め方

（発音教材と携帯電話に関するアンケート, 対象：高校 1 年生，有効回答：36 名） 

(1) 発音教材/r/と/l/に関して

＜生徒の感想＞

良かった点

(ｱ) 口元を見ながら学ぶことで，前より r と l の違いが分かるようになった

(ｲ) わからなかった部分は，何回も聞くことができてよかった

(ｳ) 口の動きと発音が一緒に出てきて，とてもわかりやすかった

(ｴ) 自分のペースで学習でき，集中できた

改善点

(ｵ) 質問の意味が分からないところがあった

(ｶ) もっと問題を増やしたほうが良い

(ｷ) もう一度問題を解きたくても，後戻りができない

図 4-15 アンケート結果

図 4-14 アンケート

図 4-16 アンケート

図 4-13 アンケート結果
 結果
結果
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(2) 携帯電話による学習教材に関して

■ リー

１ 教材作成

多くの教

はモデルと

ドーイング

教材に注意

この教材は提

徒へと視点が
図 4-17 アンケート結果
- 78 -

ディング用教材「キング牧師の“

の理由

師から, リーディングの指導方法がいろいろ

して教科書の音読をし, コーラスリーディン

など様々なパターンを繰り返す。リーディン

が向けられ, 生徒の活動をゆっくりと観察す

示用として, コンピュータがリーディング

向けられるように作成した。

図 4-19 アンケート結果
図 4-18 アンケート結果
＜考察＞

(ｱ ) 教材の発音動画と得点表示に関して, 

100％の生徒が「とても役立った」あるい

は「役立った」と回答しており, 良好だっ

たと言える。

(ｲ) 問題文の意味に関して, 「あまり分かり

やすくなかった」と回答した生徒が 16.7％

もおり, 画面構成, 問題文, 指示の出し

方を工夫して, 生徒が戸惑わないように

改良したい。

(ｳ) 携帯電話による英語力向上に関して、約

90％の生徒が「とても思う」あるいは「思

う」と回答している。しかし, 携帯電話に

よる英語学習や課題に関して言えば, 否

定的な意見が他の質問項目より多かった。

負担が増えるとの圧迫感が理由の一つと

考えられる。
I Have a Dream”」 ■

提案されている。授業では教師

グ, ペアリーディング, シャ

グ活動を行っている間, 教師が

ることができないことがある。

活動の一部を代替し, 教師が生
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２ 教材の特徴

リーディング用提示教材である。リーディングの教科書に多く採用されているキング

牧師のスピーチ“I Have a Dream”を題材に, 様々なリーディングパターンを提示でき

るよう作成した。ボタンを押すことでスラッシュを入れたり, 日本語訳を提示したりす

ることができる。板書する時間や一つ一つ説明する時間を短縮することができ, その空

いた時間を生徒へ目を向けることができる。

実際スピーチされた時のキング牧師の生の音声データを使用した。原稿も実際話され

た音声を聞きおこして作成した。原稿・音声・写真は著作権に気を配り, きちんとした

手続きを踏み使用している。

３ 教材の内容

(1) 教材画面と操作

黒人が人間として当然の権利を獲得するために, 「自由と平等」を訴え続けた勇気あ

るキング牧師を連想できる黒を基調としたデザインである。文字は白色で, 当時黒人を

支配していた白人社会を表す。黒人と白人の壮絶な戦いをイメージした画面構成とした。

開始画面では, キン

グ牧師の演説本文と写

真, ボタン類を配置し

た。スタートボタンを

押すとキング牧師本人

の音声が流れてくる。

生徒が画面に集中で

きるように，英文は一

度に多く出さないよう

にした。

学習内容が少し重厚

なため，フォントは丸

めの柔らかい感じのも

のを採用した。

図 4-20 開始画面

ボタン上にカーソル

がくると，機能説明が

英語表示される。

図 4-21 ボタンの説明図

音声 ON/OFF 日本語訳提示 スラッシュ提示

次画面へ 前画面へ 一時停止 停止 スタート
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スラッシュボタンを押すと, 赤

色のスラッシュが入る。もう一度

押すと, 消える設定である。

スラッシュを入れる作業は，生

徒にうまく指示が伝わらず，何度

も説明し，時間がかかってしまう

という問題点があった。前もって

スラッシュの位置を設定しておく

ことによって，ボタンひとつで，

表示と非表示の切り替えができる。

生徒は，スラッシュの位置を目

で確認できるため，スラッシュの

記入場所を間違えるといった単純

なミスを減らすことができる。

音声は,

った部分か

を押す。ま

図

図 4-22 スラッシュボタンの役割
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スタートボタンを押すと, キン

グ牧師の音声が流れる。音声と同

調して，流れている部分の文字色

が黄色に変わる（これをパターン

１とする）。文字はフレーズリーデ

ィングを意識し，CHUNK 単位, フ

レーズごとに区切って色が変わっ

ていく。

E/J ボタンを押すと日本語訳が

出てくる。黒板に板書する時間を

机間巡視へと変えることができる。

日本語訳はフレーズごとに意味を

つかむことを目的とし, 意訳はし

ていない。フレーズ単位の意味を

瞬時につかめるように日本語訳は

簡潔に記述した。

 一時停止ボタンを押すと一旦停止し, もう一度スタートボタンを押すと止ま

ら再生される。途中で単語や文法の説明を入れたい場合には一時停止ボタン

た，停止ボタンは押すと音声が止まり、最初の画面に戻る設定である。

図 4-23 スタートボタンの役割

4-24 フレーズごとの日本語訳
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(2) その他の提示パターン

パターン２は, キング牧師がス

ピーチをしている英語部分に合

わせて, そのフレーズの日本語

訳を表示するものである。

音声が次のフレーズに進むと, 

それまで日本語表示されていた

部分は英語に戻り, 朗読されて

いる次のフレーズが日本語に変

化する。

日本語訳が英語のスピードに合

わせて，すぐに消えてしまう。そ

のため，生徒は画面に集中してい

なければならず, 素早く英語の

意味をつかむ練習ができる。

パターン３は, 朗読されているフレーズは英文表示で, 朗読された後に日本語表示され

るパターンである。キング牧師がスピーチをしている英語部分がはじめは黄色に変わり, 

読まれた後は日本語訳が提示される。英語を英語として意味が把握できなかったときに，

後から日本語で確認することができる。

(3) キング牧師の原稿・写真・音声の使用に関して

キング牧師のスピーチ原稿・写

真・音声を使用するために申請を

行った。パブリックドメイン使用

許諾申請書を作成し，キング牧師

のライセンスを管理している

licensing@i-p-m.com に英文 E メ

ールで送った（申請のみで返事が

来ないのが普通である）。

図 4-26 がパブリックドメイン

使用許諾申請書（雛形）である。

英語が苦手な人でも書けるように

簡潔に解説もある。これからパブ

リックドメインを利用したい人は, 

＜＞内の部分を適当に変えると, 

使用許諾申請書が容易に作成でき

る。

図 4-26 パブリックドメイン使用許諾申請書

図 4-25 パターン２画面図

mailto:licensing@i-p-m.com
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■ フォニックス教材「フォニックス TV 」 ■

フォニックス TV は英語が苦手な生徒向けに作成した。高校生の中には, 中学で学習

すべき基礎単語の意味, 綴り, 発音を身に付けないまま, 高等学校でさらに難しい英語

に直面し, コンプレックスを深める生徒がいる。「英単語はスペリングも発音も覚えない

といけない」と嫌悪感を抱いている生徒対象に, 英語の文字と音声のルールを学習でき

る教材として作成した。

１ 教材の内容

@

英単語のボタンを押すと, その単

語のイラストが表示され, 音声が流

れる。音声はフォニックスの読み方を

取り入れ，FARMER の場合は“F, F, 
FARMER”と発音される。

英単語の並びはフォニックスの考

えに則って配列されている。例えば, 

Ｊ の シ ー ン へ 行 く と , JACKET, 
JUICE, JAM, JET, JAPAN という同

じ音から始まる単語が５つ並べられ

ている。

図 4-27 フォニックス TV 画面図
また, イラストは直感的に意味が

わかるように, 素朴な明るくほのぼ

のとした絵, 生徒たちが迷わずに意

味を理解できるものを選択した。

FLY や FIGHT などの動詞は，アニ

メーションをつけて意味を把握しや

すくしてある。
図 4-28 フォニックス TV 画面図
単語の意味を，電子辞書と Google
のイメージ検索で絶えず確認しなが

ら作成した。

例えば FARMER などは，日本の辞書

には「農民・農夫」と書かれているも

のがあるが, 実際の英単語のイメー

ジは日本語と少し異なる。また，HEAD

のイラストも首の部分を含むものを

採用した。
図 4-29 フォニックス TV 画面図
- 82 -
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２ フォニックス TV 画像素材集

表 4-2（下図）は，フォニックス TV で使用されているイラスト素材集である。イラス

トは全部で 209 点。(*)印は 2 度使われている単語を表す。全てフラッシュで作成されて

いる。二次加工も可能である。

表 4-2 フォニックス TV 画像素材集（fla 形式, swf 形式）
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■ 道案内表現・建物英単語 ■

１ 教材の特徴

高等学校英語の教科書を分析した結果，道案内に関する表現は，オーラルコミュニケ

ーションの教科書だけでなく，英語Ⅰ，リーディング，ライティングの教科書にも掲載

されている。道案内表現で頻出するものを厳選し，音声，文字，アニメーションで表現

した提示用教材を作成した。口頭では説明しにくい“block(s)”（区画）や“all the way”

（ずっと）のイメージをアニメーションで提示することができる。アニメーションはフ

ラッシュで作成し，パワーポイント上で動かすことも可能である。

２ 教材の概要

道案内表現集と建物英単語集に分かれる。メニュー画面から提示したい表現・単語を

押すと，該当するスライドへ移動する。そして，スタートボタンを押すと指定した表現

の音声，アニメーションが表示される。ボタンを何度も押すことにより，繰り返し提示

することができる。また，戻るボタンを押すことによって，メニュー画面へ戻ることが

でき，他の表現へと移動することができる。

(1) 道案内表現

右下の矢印ボタンを押すと，外国人がその表現の動作をしたり，その表現する場所

が点滅したりする。日本語は表示されない。英語の文字，音声，アニメーションの動き

のみで，道案内でよく使われる表現を提示する。

図 4-30 “fork left”アニメーション

図 4-31 “next to A”アニメーション

“fork left”（分かれ道で左へ行きなさい）などの人が動く画面では，手足の動きを

入れ，歩く雰囲気を強調した。外国人に道を尋ねられて，道案内する場面設定のため，

案内されて歩く人は外国人を採用した。また，“next to A”（A の隣に）など場所を表す

表現で，指し示すものが複数ある場合は，該当する場所の色が交互に点滅し，一箇所だ

けではないという注意を喚起するようにした。
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図 4-32 “block(s)”アニメーション

英語の道案内表現でよく使用される“block(s)”（区画）に関して，one block だけで

はなく，three blocks まで一つのアニメーションで表現した。複数形も一緒に意味を把

握したほうが実践的コミュニケーションに役立つと考えたからである。また，生徒は，

複数形 two blocks の最後の s を忘れる傾向にあるので，赤いアンダーラインを引き，目

立つようにした。

表 4-3 道案内表現集（fla 形式,swf 形式）

（）

、

(2) 建物英単語

「農業高校」「バスターミナル」等の建物や施設名が日本語から英語へ変化する教材で

ある。画面右上の矢印ボタンを押すと，英単語の音声が流れ，「農業高校」という日本語

が徐々に変化し，その英訳である“AGRICULTURAL HIGH SCHOOL”という英単語になる。

(1)の道案内表現と異なり，文字が中心である。

工夫した点は，文字が変化していく途中で一時停止するポーズボタンを配置したこと

である。それによって，一部分が日本語から英語に変わったときに，アニメーションの

動きを一時停止させ，ヒント的な提示をすることができる。もう一度スタートボタンを

押すと，アニメーションの続きを見ることができる。
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さらに，日本語一つひとつの単語を細かく分け，その日本語が対応するする英語へ正

しく変化するよう設定した。具体的に言えば，「農業高校」を「農業」と「高校」の２つ

に分け，「農業」の部分が「AGRICULTURAL」へ，「高校」の部分が「HIGH SCHOOL」
へ変化するよう配慮した。同様に，「バスターミナル」も「バス」が「BUS」へ，「ター

ミナル」が「TERMINAL」へ変わるよう気をつけた。

4-5 道案内表現集（パワーポイント形式）

図 4-33 農業高校アニメーション

図 4-34 バスターミナルアニメーション

表 4-4 建物英単語一覧表（fla 形式,swf 形式）

表 4-4 は，これまで作

成した建物英単語一覧表

である。これらは沖縄県

うるま市安慶名十字路周

辺を実際に歩き，建物・

施設名を調べ，作成した。

そこは，近くに普通高校，

商業高校，農業高校があ

り，どちらの高校生にと

っても，身近な場所であ

る。表 4-4 の英単語はす

べて学校周辺に実在する

建物であるため，生徒は

親近感を抱き，英語に対

する興味・関心が高まる

ものと考える。

また，その他の地域の

ことも考慮に入れ，特殊

な英単語は省いた。

ｌ
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■ 英語発音動画素材集 ■

ネイティブスピーカーが発音する時の口の動きを撮影した自作の映像ファイルである。

子音は番号 1 から 26, 母音は番号 31 から 42, 二重母音は番号 61 から 67 とした。

図 4-35 動画素材画面

表 4-5 英語発音素材（動画 MPEG1 形式）
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Ⅲ おわりに

英語のティーチングプランで「このレッスンの目的」として, よく出てくるフレーズ

として以下のようなものがある。

Aims of this lesson:

・To help the students understand...

・To familiarize the students with the new sentence structures...

・To let them understand...

以前, 勤務していた学校での研究授業発表会において, 理科系の職員から「英語科のテ

ィーチングプランの目的は抽象的だ」という趣旨の指摘があった。

沖縄県立総合教育センターＩＴ教育課で「生徒が理解したかどうかをチェックするに

は, 口頭ではなく, もう一度問題を回答させて確認すべき」という教育工学的視点を学

び, その指摘された発言の重みをひしひしと感じるようになった。生徒は, 学習した内

容についてわかったかどうかと聞かれて「うんわかった」と簡単に答えるが, 本当にわ

かっているのか, あるいは部分的にわかっているのかは口頭だけでは計り得ない。本人

がわかっていると言っているから, いいだろうというのでは非科学的で説得力もない。

「学習した内容をわかったかどうかを確認するには, もう一度問題を解いてもらう」

という考えを常に意識し, 生徒たちが外国の言語や文化に興味を抱き, 理解を深めてく

れるような教材を少しでも増やしていきたいと思う。
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